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13.肝細胞癌における血清銅 と,血渠
フイプリノ-ゲソの意義

髭 穿妄 :葉JB 琵 (新潟大学第3内科)

悪性腫癌の合併より,血清銅,血葬フィブリノーゲン

が高値となることが言われているが,今回我々は肝細胞

癌38例,肝硬変34例について血清銅,血渠フィブ.)ノ-

ゲソについて検討し下以の結果を得た･

1. LC,HCC言LC,HCC吉LC の3群で,血清銅

値は有意差があり,HCC言LC,HCC石LC,LCの順

に高値を示 した.血渠 フィブリノーゲンは,LC と

HCCELC の群の問で,有意に LC許が低値を示し

た.

2. HCC群で,血清銅の高値の群と,低値の群の2

群に分け生存率を検討し,血清銅の高値の群は,その予

後は不良であった.血照フィブリノ-ゲソも同様に検討

したが,生存率に有意差を認めなかった･

14.当院における原発性肝癌に対する
TAEの経験
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武昭 (信楽圃病院外科)

康夫 (新潟大学第1外科)

宏信
( 同 第3内科)

当院における原発性肝癌に対する TAE 治療例をま

とめた.当科の TAEの方法は,ADM-リビオドール

懸濁液をまず動注し,次いで MMCを浸透させたスボ

ンゼルで塞栓をおこなっている･昭和58年から60年9月

までの期間に原発性肝癌13例に対して TAE を施行し

た.13例中11例は肝硬変症例であった･AFP値は6例

が正常例であった.癌腫の局在は,1区域に限局する

もの4例,巨大で右葉全体を占居するもの4例,多発性

のもの5例であった.初回 TAE 後の経過は,3年生

存例1例を含む4例が1年以上生存していた.現在生存

中の症例は7例である.死亡例6例の死因は,肝不全4

例,肺転移2例であった.

最近,TAE後肝切除しえた1例を経換した.50才男

性で HBsAg陽性例であった. TAEにより主任癌は

90%以上壊死状態であったが,偽被膜周囲の娘結節およ

び主腫癌から離れた娘結節は癌細胞が残存していた.

ⅠⅠ. シ ンポ ジ ウム

アルコールと肝

司会 新潟大学第3内科 上 村 朝 練

1.肝におけるアルコールの代謝

石 原 清 (琵 歪蔓覧療技術)

EtOH は圭として ADH 系により,一部は MEOS

により酸化をうけ AcCHO に変化する.AcCHO は

直ちに ALDH により酢酸へと酸化される.EtOH 常

用による酵素誘導は MEOS にのみみられ,ADH や

ALDH には起らない.ADH や ALDH には幾つかの

同位元素が存在し,人種間による分布の相異が明らかと

されている.特に CRM (酵素活性のない ALDH2)紘

東洋人に多い飲酒時の顔面紅潮に関係するといわれてい

る.EtOH の酸化には補酵素 NAD の還元が共髄する

が,EtOH の代謝が先進すると NADH/NAD比が増

加し,redoxpotentialの shiftが起る.これに伴い関

連する反応系は shiftを修復する方向-と強い影響をう

汁,最終的には細胞内に中性脂肪の蓄積をもたらし,脂

肪肝が成立すると考えられている.さらに肝線維症,肝

硬変への進展因子として,中毒物質である AcCHOや

過酸化脂質の関与が注目されている.

2.急性アルコール性肝炎の臨床像 と転帰

桧 森 昌 門 (新潟大学第三内科)

組織学的にアルコール性肝炎と診断された症例につい

て,他のアルコ-ル性肝障害と臨床像の比較検討を行な

うと,脂肪肝を除き,自他覚症状には差がみられなかっ

た.PPCF吉LD と診断された症例では,自他覚症状,

臨床検査成績で アルコール性肝炎と有意差を認めるも

のはなく,数量化理論第2莞酎こよる変畳解析にても,

PPCF古LD群とアルコール性肝炎群の間には Overlap

が認められた.PPCF吉LD群のうち,OveFlap群につ

いて検討すると,入院後3週間以上経過してから肝生検

を施行された例がほとんどであり,7ルコール性肝炎で

入院安静禁酒により,組織学的所見の速やかな改善が認

められることを合わせて考えると,PPCF吉LD群では

入院時アルコール性肝炎の診断可能の症例が含まれてい

たと考えられる.以上から,アルコール性肝炎が疑わ

れる場合,入院後の速やかな肝生検が必要と考えられ

氏.


